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ド， 脈拍数減少を認めるも ，皮膚温度の上昇は認められなかった．メラトニン単独では循環動態の変化はほ

とんどみとめられず，皮膚温度の軽度上昇を認めた ．　りｊ，音楽とメラトニン併用により ，血圧低下，脈拍

数減少を認め，皮膚沮度の有意な
．上二昇を認めた ．以１二より ，音楽とメラトニンの併用は’卜分なリラックス効

果つまり副交感神経優位の状態を作り出す事が山来た
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はじめに

　・音楽は人間の生体防御機構である神経，免疫，内分泌

系， 特に大脳皮質より視床下部に働きかけ，心や体に安

らぎを与える ．そこで，音楽のリラックス効果を利用し

て， Ｈ常生沽や職場でストレス解消やＱＯＬの向
．１二の手

段として広く用いられている ．このことより医療分野で

も’汚楽療法として定着しつつある ．この音楽療法効果の

客観的指標として生体変化の研究も盛んに行われ，脈拍

数減少 ・血庄低ド ・皮膚温度上昇が指摘されている
１・ ！＝

このようにリラックス効果と関連する副交感神経優位の

生体変化が音楽療法時に認められている

　ところで，最近の研究では，音楽は松果体から分泌さ

れるメラトニンの分泌量を上曽加させることにより落ち着

きとリラックス効果を発揮するとの辛段告
」；■

さらには，松

果体からのメラトニン分泌は精神的ストレスとゆう欝状

態に左イｆされると共に，精神的ストレスとメラトニンは

視床下部とＨ律神締系を介し，免疫系に影響するとの幸庚

告がある’
コ■

著者らはこれらのことより ，音楽療法にメラ

トニンを併川することで，さらに多くの人達にリラックス

効果（ピ」律神経系のバランス）ならびにより高度で安定

した増強効果を得ることができる可能性に期待した．そ

こで，集礎的研究として音楽療法とメラトニンの併川時

における循環動態の変動と指尖部の皮膚温度を検討した

対象と方法

　被験者は年齢が２０～２２歳のボランティア女子学牛１２名

１　長崎大学医学部保健学科

２　旧川療養所

３　いぬお病院

４　仁愛会病院

音楽は静かな小部屋で，ボディソニック（ＣＳＰ－３００）を

使用して，べ一トーベンの「交響曲，第６番の田園」を

２０分間聞かせた（音楽群） ．後［ ，この１２名に対して

Ｍｅｌａｔｏ－Ｏｎｅ（Ｌｉｆｅ　Ｌｉｎｅｓ杜）であるＳｕｐｐ１ｅｍｅｎｔ　ｄｒｕｇ

（Ｍｅｌａｔｏｎｉｎ３ｍｇ，Ｖｉｔａｍｉｎ　Ｂ－２２ｍｇ，Ｖｉｔａｍｉｎ　Ｂ －６

５ｍｇ）を ・錠，音楽開始の１時間前に服川させた（音

楽・ メラトニン群） ．さらに ，メラトニン単独イ列は５名

で， 音楽なしのボデーソニック内の条件とした（メラト

ニン群） ．この三群に対する測定項〔は収縮期血庄，拡

張期血圧，脈拍数，動脈血酸素濃度（Ｓａ０２）（Ｂｉｏｘ３７４０） ，

指尖皮膚体温（ＣＴＭ－２０５テルモ杜）であり ，音楽閉始

時， ５分後，１０分後，１５分後，２０分後に各項〕を測定し

た． 測定時の室枇は２０±１度と常に一定条作とした

　統計解析はＷｉ／ｃｏｘｏｎ　ｔｅｓｔ，Ｋｒｕｓ ｋａ１－Ｗａ１１ｉｓ　ｔｅｓｔでお

こない ，Ｏ ．０５以 ’卜１を有意差ありと半１」定した

結　　果

１）血圧の変動

　収縮期血庄で経時的に血圧低下を示したのは，音楽群

で１２人巾１０人（８３％） ，音楽 ・メラトニン群で１２人 １い１０

人（８３％）であり ，ほとんどの被験者で血旧氏ドを認め

た． しかし ，１血圧上・外もしくは変動をホさなかった被験

者が各２名（１７％）づつ存在したのも事実である ．メラ

トニン群でもバラツキあるが血／壬低’ド傾向をホした．平

均すると音楽 ・メラトニン群とメラトニン群が常に音楽

群より経時的に低値であ ったが１三群間に有意差を認めな
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かった（図！）

　拡張期血圧の経時的変動は，音楽群ならびに音楽 ・メ

ラトニン群の両群ともに低 ■ド
，．
卜昇，不変が混在しバラ

ツキがあり ・一一定の傾向は認め無か った．平均すると大き

な拡張期血圧の変動は認められず，両群に有意差を認め

なかった一またメラトニン群も変動を認めなかった（図
２）

２）脈拍の変動

　脈拍数の経時的変動は，収縮期血圧に類似して，低下

した被験者は音楽群（６７％）と音楽 ・メラトニ群
（８３％）であり ，音楽群でバラツキが多く認められた

平均値では両群とも時間とともに低’ドした．ただし，音

楽・ メラトニン群は音楽群より低値であ ったが，両群の

問に有意差を認めなかった．メラトニン群は三群中最も

低値であ ったが経時的変動を認めなかった（図３）

３）Ｓａ０２の変動

　測定時の酸素の影響を否定するため，指尖部に取り付

け測定したＳａ０２は三群ともに変動を認めなか った

４）皮膚温度の変動

　指尖部で測定した皮膚温度の経時的変動は，音楽群で
は・ 一時上昇もしくは低下する被験者が８３％で，上昇続行

が１７％であ った．音楽 ・メラトニン群では上昇続行する

被験者が７５％で対照的であ った．平均値で検討すると
，

音楽群は音楽開始５～１０分後に軽度の上昇にとどまり
，

その後軽度ではあるが徐々に低下していく傾向を認めた

音楽 ・メラトニン群では音楽開始より上昇し，５分後か

らは著明な皮膚温度の上昇を実験中継続して認めた ．メ

ラトニン群は時問と共に上昇して，１０分後には音楽群よ

り高値を示したが，音楽 ・メラトニン群より低値であ っ

た（図４） ．以上より ，音楽 ・メラトニン群は音楽群よ

り統計的有意差をもって上昇した、メラトニン群との比
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音楽とメラトニンの杣■乗効果

較は症例数が少なく検討できなか った

考　　察

　人問がストレスより解消されリラックスした斗人態にな

ると ，脈州敬は減少し ，』ｎＬ戸ｒは低下，さらに木梢動脈の

ｉ灯洋は上曽 ’大してｌｒｎ、流二旨１１の増加により皮膚温度が ．１ニテ〒・する

と’言われている ．この循環動態の変動はヰ見床下部に刺１敷

が関り一し ，ピー１律神経系の安定とパランス（交感神経と畠１」

交感神経の動的拮抗性）のためであると指摘されてい

る一 一． 一著者らの・音楽群の実一験締果も１口１様のメカニズムに

よるものと考えられた．音楽療法として，１司じボディソ

ニックを利川した谷川ら
一」 による循環動態の研究では

，

２０分間甘楽を聴いている時の木梢の皮膚温度変化は初め

の１０分間程．Ｌ昇するものの，その後持続しないことを報

告し ，　 ・時的効一果しか得られないことを指摘している

また，ボディソニックによる ■許楽体験は，ストレスや情

動の中枢である視床ド部あるいはその周辺領域に何らか

の刺１敷を ・り・えると考察している ．今［口１の研究においても
，

音楽併は収縮期血／１三低下，脈杣数減少を経時的に認めた

が， ’交感神経’支配優位の指尖部皮膚温の上昇は軽度で
日１、帥勺であり ，大きな変動として捕らえることができなか っ

た． この指尖皮膚沮度は，動静脈吻介が発達し，交感神

経の分布も ｛密なことから ，ストレス研究における皮膚温

度の計測場所として最適であり ，大きな変化を揃らえる

のに 一般的に利川されている 、このことより ，音楽単独

によるリラックス効果は敏感な皮膚沮度に大きな影響を

及ぼすほどのものではないことを今回の結果でホしてい

る． さらに，注一意１しなければならない生体現象としてリ

ラックス効果（リラックス言平価指数は今１ｎ１示さず）につ

ながる循環動態の変化には ，今１口１の結一果で示すごとく伽

人・差があることも無机できない

　　メラトニン合剤は健康食品として，欧米では安全竹も

確かめられ広く 一・一般販売され服川されている 、このメラ

トニンの．主作川には，睡眠促進作用効・果があることより

牛体リズムの改善に利川されている他，ストレスの緩和 ，

免疫力の改善，抗酸化作用などの効一果もあり 二丁＝ 松・果

体より分泌されるメラトニンの作用は多種多様であり２

－４時閉持続する ．今１口１の実験によると ，メラトニン 単

独でも牲度の持続する循環動態の’変化を認、めたが大きな

変化でなかった ．　 一方，皮膚温度は徐々に軽度上外し続

けた．このことは，メラトニンは循環動態に変化をもた

らす程のストレス緩和効果がないことを示す 事実かもし

れないが，皮膚’温度には影響を
１５

一えるらしい

　　しかし，今ｕの研究における音楽 ・メラトニン群は循

環動態（ｌｒ１山三低 ’ド，脈抽数減少）に影響を及ぼし ，さら

に皮膚温度の著明なト昇を５－２０分間持続的に認め ，・音

楽騨との閉に有意・芹を ’認めた（図４） ．音楽またはメラ

トニン ．単独では，この循環動態の変化と顕著な皮膚温 ．ト

昇の両者を同時に認めなかった今回の結果から ’考えると
，

音楽とメラトニンの併川は両者の変動より優位な刷交感

神経優位の状態 ，’ 〒’亨い換えるとイ］’効なリラックス状態を

作り出したものと考えられる ．この柵 一乗効一果の要１刈は洲

らかではないが，二汗楽は人月尚皮質より税床１・’音１三にイ乍川し

’交感神締系一畠１」腎髄質の活動に影響を与えると共に ，メ

ラトニンはコルチゾールの抑制効一果も指摘されているこ

とより Ｈ， キ見』木１・ 部　副腎慌自質エユタ〕二もヰ見Ｉ木ト ■｛１；　卜唖
、

体前葉　副腎皮質に作川し相乗効果を得たものとも考え

られる ．さらに，メラトニンは免疫能を賦括することも

知られており
丁＝

一音楽により軽度のメラトニン産小がも

たらされることより
一；■

松・果体を
手・

」心とした 一１Ｉ号楽 ・メラ

トニンー神経　内分泌　免疫のネ ントワークの解明が急

カ｛オしる
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The relationship of circulation and skin temperature tc, 

simultaneous stimulation by music and melatonin 
A search for the best way to relax 
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Abstract It is known that the relaxing effects of music influence changes in circulation. 

Recently, it has also been pointed out that melatonin produces a relaxing effect. For these r,easons, 

the authors analyzed the combined effect of music and melatonin on circulation and skin ternpera-

ture for the purpose of proving a synergistic effect. Three groups: music stimulation. only, 

melatonin stimulation only, and music together with melatonin stimulation were examined_ The 

music stimulation group experienced a• Iowering of blood pressure and a decreased pulse, but skin 
temperature that depends closely on the sympathetic nervous system showed no change. The 
melatonin stimulation group showed no change in circulation, but the skin temperature slowly 

rose. The music and melatonin combination group had a lowering of blood pressure, a r'educed 

pulse and a rise in skin temperature. The authors suggest that the synergistic effect of mus,ic plus 

melatonin seems to inhibit the sympathetic nervous system, thereby causing the body to relax 

more completely. 
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